
市長定例会見

令和８年６月５日（金曜日）

１　令和8年6月市議会定例会の補正予算について

２　女性活躍推進の取組について

３　みはら骨育プロジェクトについて

４　熱中症対策について

三原市
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令和8年6月定例会　補正予算
一般会計と2つの特別会計で　4億 3,615万円を増額
　

①一般会計 +　4億 3,415万円
　　

②国民健康保険（直営診
療施設勘定）特別会計

＋　30万円
　　※事業費の増

③介護保険特別会計 ＋　170万円
　　※事業費の増
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1．総合経済対策に関するもの                       〔＋1億 9,494万 6千円〕
★(1) 物価高騰対応重点支援事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　補正額　1億 9,494万 6千円

2．国・県支出金の増に伴うもの                           〔＋3,221万 5千円〕
★(1) コミュニティ交通推進事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　補正額　　　　　　　1,905万円
   (2) 農業用施設改良事業費（長谷排水機場除塵機更新事業）　　　　　　　　　　補正額　　　　　　　1,040万円
★(3) 体力向上支援事業費（部活動の地域展開等推進事業）　　　　　　　　　　　　補正額　　　　　　276万 5千円

3．事業費の増に伴うもの                             〔＋2億 1,081万 3千円〕
   (1) 電算管理事務費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　補正額　　　　　　　4,000万円
   (2) 民生委員活動事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　補正額　　　　　　191万 6千円
★(3) 障害者援護事業費（社会福祉施設整備費補助事業）　　　　　　　　　　　　　補正額　　　　　　　1,653万円
   (4) 生活保護費給付事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　補正額　　　　　　1億 400万円
   (5) 施設維持管理費（清掃工場）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　補正額　　　　　　　　　820万円
★(6) 公園整備事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　補正額　　　　　　　1,000万円
★(7) 施設維持管理費（学校給食施設）（県産農林水産物給食等提供事業）　補正額　　　　1,003万 7千円

令和8年6月定例会　補正予算
　一般会計　4億 3,415万円の内訳（主なもの）

3



　

＋ 3億 470万 9千円特定財源

一般財源 ＋ 1億 2,944万 1千円

国庫支出金      ＋　2億 6,694万 5千円
県支出金         ＋  1,916万円
市債               ＋  200万円
分担金・負担金  ＋  88万 9千円
寄附金            ＋  1,000万円
諸収入            ＋  571万 5千円

県支出金         ＋  95万 7千円
繰入金            ＋  2,500万円 
繰越金            ＋　1億 348万 4千円   　　　

令和8年6月定例会　補正予算
　一般会計　4億 3,415万円の財源内訳
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本市では、「地方創生臨時交付金」を活用し、エネルギー・食料品価格等の物価高騰の
影響を受けた生活者や事業者への支援を行っています。　

令和8年6月定例会　補正予算　
　総合経済対策（地方創生臨時交付金の活用状況）
　　＜担当課：企画政策課＞　

議案説明書　9ページ

区分 令和8年度
交付限度額

交付金活用事業
の事業費 備考

 推奨事業メニュー分
 （令和7年度からの本省繰越分） 2億 4,190万 3千円　

7,245万 9千円　 令和8年度当初予算計上分
（給食費負担軽減事業）

1億 9,494万 6千円  今回補正分

計 2億 4,190万 3千円 2億 6,740万 5千円  差額2,550万2千円は一般財源
 を活用
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令和7年度に実施した「商品券配布事業」において、商品券未受領となっている者に対して、
商品券を配布します。

令和8年6月定例会　補正予算　　　補正額：1,500万円
　総合経済対策（商品券配布事業（令和7年度未受領者分））
　　＜担当課：企画政策課＞　

議案説明書　7ページ

目　   的 　エネルギー・食料品価格等の物価高騰の影響を受けている生活者に対して、商品券を配布　
することにより、生活に係る費用の負担を軽減する。

対 象 者 　令和7年度に実施した商品券配布事業において、未受領となっている者 1,064人

内　　容

参考
R7年度の
実施状況

　配布期間：令和8年2月18日～令和8年3月17日
　配布対象人数：85,808人（令和8年1月1日時点で三原市の住民基本台帳に登録されている人）
　配布人数・配布率：84,744人・98.8％

　一人当たり 8,000円分の商品券を配布

配布期間 　令和8年8月頃～令和9年2月頃まで
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物価高騰等の影響による厳しい経営状況の中、雇用維持、人材確保等のために賃上げ
を行う市内の中小企業者等へ補助します。　

令和8年6月定例会　補正予算　　　補正額：1億 2,000万円
　総合経済対策（賃上げ支援事業）
　　＜担当課：商工振興課＞　

議案説明書　7ページ

目　   的 　物価高騰等の影響による厳しい経営状況の中、雇用維持、人材確保等のために賃上げ　
　を行う市内の中小企業者等を支援する。

対 象 者 　市内に本社若しくは本店又は主たる事業所を有する法人
　市内に住所を有し、かつ事業所を市内に有する個人事業主

内　　容

　補助額：従業員一人当たり 2万円（上限 5人、10万円）
　<主な要件>
　 ・賃上げ率：2.0%以上（基本給）
　 ・賃上げ対象期間：令和7年4月1日～令和8年12月31日

申請期間 　令和8年8月3日(月) から 令和9年1月29日(金) まで（予定）
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物価高騰の影響で経営負担を強いられている医療・障害・介護・保育等の施設等の事業継続を支援します。　

令和8年6月定例会　補正予算　　　補正額：4,114万 6千円
　総合経済対策（社会福祉事業者等支援給付金事業）
　　＜担当課：保健福祉課、障害者福祉課、高齢者福祉課、こども保育課、子育て支援課、教育振興課＞　

議案説明書　8～9ページ

事業名/補正額 （上段）　対象事業者等
（下段）　対象施設等の箇所数　/　1か所当たり給付額

世羅中央病院企業団支援給付金事業
　105万 6千円

世羅中央病院企業団
   世羅中央病院：104万円　くい診療所：1万6千円（企業団に対する三原市負担割合分）
　　※私立病院等に対する県の補助事業単価と同額

社会福祉事業者支援給付金事業
　3,649万円

障害福祉サービス事業者
　入所施設：4施設 / 50万円
　通所系事業所：44事業所 / 15万円　　　訪問系事業所：1事業所 / 7万円
介護保険事業者
　入所施設（30人以上）：17事業所 / 50万円　　　通所系事業所：74事業所 / 15万円　
　入所施設（30人未満）：11事業所 / 20万円　　　訪問系事業所：86事業所 / 7万円

児童福祉事業者支援給付金事業
　270万円

保育施設の運営法人
　利用定員   19人以下：3施設 / 7万円　　　99人以下：12施設 / 15万円
　　　　　　　 199人以下：2施設 / 20万円
民間放課後児童クラブ：2事業所 / 7万円　　　母子生活支援施設：1施設 / 15万円

特定教育・保育事業者支援給付金事業
　90万円

特定教育・保育施設の運営事業者
   利用定員  99人以下：2施設 / 15万円　　　199人以下：3施設 / 20万円 　　　
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燃料費等の物価高騰により、事業への影響が大きい路線バス・タクシー・定期航路事業者
を支援します。　

令和8年6月定例会　補正予算　　　補正額：1,880万円
　総合経済対策（地域公共交通事業者支援給付金事業）
　　＜担当課：地域企画課＞　

議案説明書　9ページ

目　   的 　燃料費等の物価高騰により、事業経営に影響を受けている市内の公共交通事業者の事
業継続を支援する。

対 象 者
　①市内を運行する路線バス事業者
　②市内に営業所を有するタクシー事業者
　③市内の港を発着する航路を運航する航路事業者（休止中の航路を除く。）

内　　容

　①路線バス事業者　4事業者　1,000万円
　　 　平均250万円×4事業者
　②タクシー事業者　21事業者　264万円
　　 　２万4千円×110台　
　③定期航路事業者　4事業者　616万円
　　 　150万円×5航路×平均寄港割合42％
　　　 810万円×1航路×市内運航距離割合37.09％　　　　①～③合計　1,880万円
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地域内に生活必需サービスが不足する久井・大和地域において、
地域外の買い物施設等への移動を可能とする地域コミュニティ交通の導入を進める。
　※国土交通省 令和8年度 「『交通空白』解消等リ・デザイン全面展開プロジェクト」（「交通空白」解消タイプ）に採択

令和8年6月定例会　補正予算　　　補正額：1,905万円
　地域コミュニティ交通確保維持改善事業（久井・大和地域）
　　＜担当課：地域企画課＞　

議案説明書　6ページ

〔事業内容〕

２　令和9年度以降の運行計画の作成

１　地域外への移動を可能とする実証運行の実施

期間　　令和8年10月～令和9年1月
頻度　　週2日程度
区域　　久井・大和地域内の自宅等から
　　　　　地域外の買い物施設等付近までの運行
車両　　普通車（ワンボックスカー等）

※運行内容は予定（住民組織・交通事業者と協議し、今後、決定する）

実証運行の実施と並行して、専門事業者の支援を受けながら、既存の交通サービスとの役割
分担や連携方法を検討し、利便性が高く、持続可能な地域コミュニティ交通の運行に向けた
計画を作成する。

イメージ
（写真は、現在の大和ふれあいタクシー車両）
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令和8年6月定例会　補正予算　　　補正額：276万 5千円
　部活動地域展開等推進事業
　　＜担当課：学校教育課＞　

休日における部活動の拠点を拡大し、地域展開に向けて体制整備を行います。

目的 休日の部活動の地域展開に向けて体制整備を行い、生徒にとって望ましい持続可能な部活
動と学校の働き方改革の両立を兼ね備えた、円滑な展開に備える。

事業
内容

内　　　容 ：　・関係者との連絡調整、指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備
 　　　　　　　　 ・指導者の質の保障と量の確保
　　 　　　　　　 ・関係団体・分野との連携強化
　　　 　　　　　 ・参加費用負担の支援等
種　　　目 ：  運動部活動・・・卓球、陸上競技、バレーボール、バスケットボール、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　軟式野球、ソフトテニス
　　　　　　　　　文化部活動・・・吹奏楽　　※種目数を文化部活動を含めた７種目に拡大
対　　　象 ：　市立中学校に在籍する全ての生徒
活  動  日 ：　学校休業日（年間36回程度）
事  業  費 ：　指導員謝金、消耗器材費、 指導者の損害責任保険料　　　　　　　　　

議案説明書　24ページ
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土砂災害特別警戒区域にある障害者支援施設の移転整備費用に対し、国・県の補助
金に加え、市が独自に補助します。
　《対象事業者》　社会福祉法人みどりの町
　《対象施設》　ルネサンスだいわ
　《整備場所》　大和町和木（現：大和町箱川）
　《施設の主な機能》　障害者支援施設
　　　　　　　　　　　（利用定員　入所40人、短期入所2人）
　《補助金額》
　 　国庫補助基本額×95％×1/16
   　=1,653万円を補助

令和8年6月定例会　補正予算　　　補正額：1,653万円
　社会福祉施設整備費補助事業
　　＜担当課：障害者福祉課＞　

議案説明書　13ページ

事業費 国庫補助
基本額

市
補助金額

事業者
負担額
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事業内容
公園内に遊具を整備し、幅広い世代が楽しめる公園環境をめざします。

令和8年4月28日に、株式会社ヤマト実業様から船木防災公園（ヤマト防災パーク）の
施設整備に係る寄附を受領しましたので、遊具を整備します。

令和8年6月定例会　補正予算　　　補正額：1,000万円
　公園整備事業
　　＜担当課：都市開発課＞　

議案説明書　22ページ

船木防災公園
（ヤマト防災パーク）

位置図 国土地理院地図を加工して作成 遊具設置イメージ図
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学校給食の充実と子どもたちの地域への愛着心の醸成などを目的に、県産農林水産物を
使用した給食等を提供します。　

令和8年6月定例会　補正予算　　　補正額：1,003万 7千円
　県産農林水産物給食等提供事業
　　＜担当課：学校給食課＞　

議案説明書　25ページ

事業概要 ・食材に県産農林水産物を使用した給食の提供
・食材の魅力や生産者のこだわりを伝える食育活動を実施

対象者 市立小中学校の児童、生徒、教職員等　6,010人

使用する食材 県産の和牛肉、水産物、野菜・果物、乳製品など
実施時期と回数 令和8年9月～令和9年1月、6回（予定）

食材費 一人当たり1,670円/年
財源 県：農林水産物給食等提供事業交付金（10/10）
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女性活躍推進の取組について

課題

（H30年度に市が実施したアンケートから）
子育て期にある女性が、出産や子育てなどを機に仕事を辞めた後、
働く意欲はありながら再就職できていない

就労に意欲のある女性を支援するため、取組を推進中

R4年度　女性の「もう一度働く」を応援する取組として、
　　　　　　事業を開始

R5年度　新たな事業を追加（現在3事業を展開）

取組
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3つの取組と成果　①ママワークスクール（Re.step プログラム）

受講者　R4～7　合計83人
就労者数　37人

専門講師による伴走型就労支援プログラム

概要 成果

対象　就労を希望する
　　　　市内在住の女性

内容　専門講師による複数回の
　　　　就活準備支援講座

ポイント　ブランク等による就労前の不安を解消
　　　　　 市内企業との就労マッチングイベント　
　　　　　（ママドラフト会議）を開催
　　　　　 

▲ママドラフト会議 ▲講座の様子
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3つの取組と成果　②女性活躍推進アドバイザーの派遣事業

アドバイス受けた企業数　6社
計画策定した企業数　　 5社

誰もが働きやすい職場環境整備を考えるきっかけづくり

概要 成果

対象　従業員100人以下の市内事業者

内容　広島県から認定を受けたアドバイザーが、
　　　　事業者を訪問し、「一般事業主行動計
　　　　画」の策定を支援

ポイント　現状の課題整理から数値目標の決定、
　　　　　 内容確認、実行までの一連をアドバイス

▲企業訪問しアドバイス
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3つの取組と成果　③女性デジタル人材の育成事業

在宅就労が可能となる「テレワークスキル」や「専門的なデジタルスキル」を習得するプログラム

概要 成果

対象　働く意欲がありながらも、子育てや
　　　　家事等で外出することが難しい、
　　　　市内在住の女性　

内容　在宅就労が可能となる「デジタルスキル」を
　　　　習得するプログラム　
　　　　(1)テレワークスキルアップ講座
　　　　　　テレワーク業務の始め方から仕事体験ま　　　
　　　　　　で学べる

　　　　(2)デジタルスキルアップ講座
　　　　　　就労に直結するデジタルスキルを習得
　　　　　　Salesforce認定資格の取得

(1) テレワークスキルアップ講座
　【R5～7】
　　受講者　 113人
　　就労決定　43人

(2) デジタルスキルアップ講座
　【R6～7】　
　　受講者　 　17人　
　　就労決定　　8人

　受講者合計　130人
　就労決定　　　 51人
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　　　　　　みはら Tech Woman

市内在住の女性で求職中の人を対象としたデジタルスキル習得とその後の就労をめざすプログラム

基礎的なPCスキルを学ぶ内容を追加し参加しやすい講座に
専門的なデジタルスキル（Salesforce）を習得
テレワークスキルアップ講座とデジタルスキルアップ講座を統合

講座のポイント

募集中

受講女性と市内企業との交流会（初開催）
←三原市HP定員20名。参加者の受講料は無料

　テレワーク・ビジネス基礎講座
　（Microsoft Office等）

　9月

　専門的なデジタルスキル講座
　（Salesforce）　9～1月

　OJT研修　11～2月

　自己学習、学習支援、キャリア面談　随時
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　　　　　　みはら Tech Woman募集中

令和８年７月13日（月）17時
事前説明会の申込期限

←三原市HP

日時：令和８年７月15日（水）10時～12時
会場：三原市役所　3階　会議室301・302
　　　　 ※現地参加が難しい場合はオンライン配信で視聴

事前説明会

研修終了後のキャリアイメージ
質疑応答

研修で学ぶ内容（営業支援ツール、IT基礎知識など）

受講後の様子
過去2年間の受講生が、習得したスキルを活かして
自分にあった働き方を実現

令和7年度受講生
Salesforceの販売事業者で
今月末頃から正社員として在宅勤務を開始予定

令和6年度受講生
1日4時間ほどフリーランスとして
在宅ワークを実施

令和6年度受講生
受託事業者からの業務委託により
今年度講座の講師予定
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　　　　　　就活準備のためのママワークスクール Re.stepプログラム

市内在住の女性で就労を希望する人を対象とした
専門講師による全５回の就労支援のプログラムです。

自分の強みや可能性を再発見し、自信をつけて「働く」にチャレンジ
市内企業との就労マッチングイベント（ママドラフト会議）

子育てや家事等との両立や、ブランク等による不安を解消

スクールのポイント

募集中

ライフワークコンシェルジュによる継続した伴走支援

令和８年６月12日（金）
申込期限

←三原市HP
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１　みはら 骨育 プロジェクト始動！
こついく

②　食や運動で　「骨をつくる」

リニューアル 拡充

③　転ばない体で　「骨を守る」

　「みはら骨育プロジェクト」とは、健診・食・運動・介護予防など、
日常のさまざまな場面で「骨の健康づくり」を進める、新たな取組

プロジェクトの３つの柱

①　健診や教室で　「骨を知って備える」
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・骨折は、要介護の大きな原因

・骨折にかかる医療費は、県内でワースト５位

２　なぜ骨が大切？？

【答え】骨折が健康寿命を縮めるから
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３　骨の健康づくりはいつするの？

公益財団法人　骨粗鬆症財団ホームページ参考に作成

骨量

20歳 ５0歳 ８0歳

つくる 備える 守る多

少

【答え】すべての年代で、「今」始める
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４－①　健診で「骨を知って備える」

骨粗しょう症検診
・骨密度を測定➡早期発見・早期予防

・対象：４０歳～７０歳の市民

・自己負担500円　

・実施時期：7月・10月・２月 年18回（地域集団健診）

骨の健康の維持につなげます
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４－①　身近な場所で「骨を知って備える」

骨の健康への関心を高めます

・骨粗しょう症予防の公開講座（11月）

・骨育をテーマとした講演会（10月）

・「健康プラスみはら」やSNSでの情報発信

・中央図書館とコラボした関連書籍の紹介

26



４－②　食や運動で「骨をつくる」

・骨に良い主菜１品を募集（7月1日から8月31日まで）

・対象：市内在住または市内に通学する中高生

・審査方法：市民投票で入賞３作品を決定

骨育レシピコンテスト

暮らしに溶け込む骨づくりを推進します
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４－②　食や運動で「骨をつくる」

・運動に関するすべての事業で骨の健康をプラス

・運動＝骨をつくる

①年６回ウォーキングイベント

②年１回ウォーキング基礎講座

③運動普及リーダー養成講座　など
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４－③　転ばない体で「骨を守る」

・出前講座での転倒予防

　（地域のサロンや老人クラブで実施）

・介護予防事業での転倒予防

骨折予防につながる取組を推進します
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５　みはら骨育プロジェクトの効果

骨の健康づくりで、
人生100年時代を支える

・健診・食・運動・地域活動など、さまざまな場面で、

  全世代の骨の健康づくりを進めます。
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　　１　市の状況

三原市消防本部調査

0 5 10 15 20 25 30 35 40

10歳代以下

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

80歳代以上

年代別搬送者数（R7）

熱中症で搬送された人の６３％が高齢者

搬送者数

107人
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　　１　市の状況

三原市消防本部調査

搬送された65歳以上の65％が中等症以上

搬送された18歳～65歳未満の人の46％が中等症以上

重症度別 　 　 　

　 軽症 中等症 重症

18歳未満 3 5 0

18歳以上～65歳未満 18 11 2

65歳以上 23 40 5
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　　１　市の状況

三原市消防本部調査

屋内で
熱中症を発症

45％
屋外

55%

発生場所

自宅
32%

その他
屋内
13%
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　２　特に注意を

屋内でも熱中症になるリスクは高い
　→危険に気づきにくく、熱がこもりやすい

救急搬送される人の多くは、高齢者
　→暑さを感じにくく、体温調節が難しい

若い人も、熱中症になる
　→無理をしやすく、水分補給が遅れがち全年代

屋内

高齢者
高齢者は重症化しやすい
　→体内の水分量が少なく、脱水になりやすい
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　３　熱中症予防の取組　～普及啓発～

●ふれあい いきいきサロンや
　 介護予防教室での、普及啓発

●出前講座のメニューに、
　 新たに「熱中症対策」を追加し、
　 地域の団体に対して普及啓発

●高齢者相談センターやケアマネジャー、
　 民生・児童委員等の支援者による
　 訪問時の声かけ

35



　３　熱中症予防の取組　～周知啓発～

大塚製薬と連携して作成した
リーフレットの設置、配布

ちらしの記載ポイント
　○体温のコントロール
　○水分バランスのコントロール
　○暑さに備えた身体作り
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　３　熱中症予防の取組～周知啓発～

暑くなる前や
暑さが厳しい時期に
情報発信　年４回（R7）

あらゆる方法での予防を情報発信
市公式LINE 広報みはら 市公式ホームページ

暑くなる前の5月に
広報みはらに掲載

市ホームページの
トップ画面で注意喚起
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　３　熱中症予防の取組　～周知啓発～

映像を活用した予防の啓発

方法：
●庁舎や商業施設のモニターで
　 動画放映
●市内ケーブルテレビで動画放映
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（出典）令和8年5月29日開催令和８年度第１回備後圏域連携協議会資料

　３　熱中症予防の取組　～周知啓発～

備後圏域の市町・企業・大学
等が連携し、熱中症対策を
啓発

備後圏域オリジナルの
「熱中症啓発ポスター」を活用

広域での普及啓発事業「備後圏域熱中症対策官民連携プロジェクト」
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　４　特別警戒アラートが出たときは、涼しい施設に避難！

【NEW】市内の全ての郵便局をクーリングシェルターに指定
・ 市内の全ての郵便局２７か所（受入可能人数52名）を指定
・ 指定施設が50か所から77か所に拡大！！

　　

【協定書調印式の概要】（予定）
日時：令和８年６月２５日（木）14時～
場所：三原市役所市長応接室
参加者：三原市長、三原郵便局長
内容：代表者挨拶、署名、記念撮影

令和８年６月２５日

運用開始！
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　５　命を守る行動を

熱中症は予防できる！

こまめな水分補給 扇風機・エアコンで
温度調整 暑さを避ける

喉が渇かなくても、
こまめに水分･塩分を補給

扇風機・エアコンを
上手に使って、室温を調整

・暑い日や時間帯の活動を
避ける
・涼しい場所に行く
・暑い日は無理をしない　

41



　６　熱中症が疑われる場合は…

涼しい場所へ避難
　エアコンが効いている室内や風通しの良い日陰などに避難する

体を冷やす
　衣服を緩め、身体を冷やす

水分補給
　経口補水液などを補給する

自力で水が飲めない、意識がない場合はすぐに救急車を！
救急車を呼んだ方が良いのか迷う時は　　　　　　　　に電話で相談を！＃７１１９
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熱中症を防いで
夏を元気に過ごそう！

　７　市長からのメッセージ

13
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